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貴校の校風、おおまかな特色について

本校は、本州北端の青森県にあり、お城・桜・りんごなど観光の町弘前市の
南東部に位置している。西側には四季折々に変化する秀峰岩木山が眺望でき、
その壮麗な姿に見守られて子どもたちは通学している。
明治10年に開校し来年度で140周年を迎える。現在の校舎は平成19年に改

修されたものである。
校庭は広く、中学校の校庭と隣接しており50本を超えるセメイヨシノに囲ま

れている。校地の一角に松林を有し、多くの樹木が点在し自然に恵まれたのび
のびとした環境にある。
同地区に附属中学校、附属幼稚園があり交流、

連携等の活動がスムーズに行われている。また、
今年度より他地区にある特別支援学校との交流活
動も開始した。
めざす学校像の中に「若き紳士・淑女を育てる

学校」という標記があり。これは長年本校で大切
にされてきた言葉である。礼儀正しく気品のある
児童を育成することが、本校の校風となってい
る。

貴校の卒業生の活躍状況について

附属小学校出身者が各方面で活躍している話は良く耳にするが、本校卒業生
の活躍状況の追跡調査は特に行っていない。卒業生の名簿は学校で管理してお
り、10年に一度行われる周年行事への参加や寄付のお願い、周年誌の協力に
活用している。

貴校勤務経験者の先生方が公立学校・教育委員会などへ
戻られた後の活躍状況について

勤務経験者の追跡調査は特に行っていない。ただ、青森県で出している「教
育関係職員録」で現在の勤務地や役職については知ることができる。



地域において、現在、貴校はどのような存在であると考えますか

本校は、青森県における先進的教育研究校という存在として捉えられている。
平成21年度より、公開研究発表会では毎年、国立教育研究所の教科調査官を
招聘し、講演及び研究に対しての指導・助言を受けている。また、公開研には
例年600名近くの参加者がある。そのことから、国の教育の方向性をいち早く
捉え、具現化し、研究授業等で広めるといった地域貢献に取り組んでいる。
また、前述の調査官らと協力し平成22年よりこれまで３冊の教育実践本を上

梓した。平成22年は『授業における「活用」』（東洋館出版社：全177頁）、 平
成24年は『授業における「思考力・判断力・表現力」』（同：全144頁）、そし
て今年は『共に学ぶ「アクティブ・ラーニングの視点をいかした授業」』（同全
135頁）である。
このような取組により、地域の教育委員会及び公立学校より本校は先進的教

育研究校であると認識されている。
また、近年では県内及び秋田県の市教育委員会から、研修会における本校職

員の派遣依頼があったり、公立学校から校内研修の助言者、研究組織から実践
発表者としての派遣の依頼が増えたりしている。
県教育委員会との連携も盛んに行われるようになり、本校及び附属中学校の

公開研究発表会に参加することにより、10年研の講座の代替えとしたり、県教
育委員会学校訪問による、授業参観及び研究協議会を行っている。

附属学校の存在意義、貴校の存在意義について

前述したとおり本校は、青森県における先進的教育研究校であると捉えてい
る。県内の公立小学校の多くは、校内研修の研修教科を国語や算数に設定して
いるが、本校では10教科にわたる研究及びその発信を行っており、地域の小学
校教育の振興、向上発展に寄与している。

また、教育実習においては、２年次の生活体験実習（５日間）、３年次のTue
sday実習(年間１０日間）及び集中実習（３週間）、４年次の副専攻実習（２週
間）等を行っており、大学で学んだ教育理論の現場への適用、児童理解および
教育現場についての理解、専門的な指導技術の習得の場となっているのは言う
までもない。
もし、附属小学校がなくなった場合、年間180名を

超える実習生の受け入を多くは地元の公立小学校へお
願いすることとなり、公立小学校の教職員の多忙化を
招くこととなる。また、統一した実習生への指導体制
が確立されなくなり、指導技術の十分な習得や大学で
学んだことの実践的適用がなされないことが懸念され
る。
青森県はこの先10年間、教職員の大量退職・大量採用が見込まれ、学級担任

の半数以上が入れ替わると予想される。高度な実習を行い、即戦力になる優秀
な人材を育てることは、青森県全体の教育の向上に直結するものである。



魅力ある、特色ある、または今後公立学校でも展開できそうな

先導的な取り組み

書籍の発刊と地域・全国への発信

本校では平成22年より今まで、文科省教科調査官と協力し、３冊の教育実

践本を発刊している。

平成22年には『授業における「活用」』（東洋館出版社：全177頁），

平成24年には『授業における「思考力・判断力・表現力」』（同：全144頁）

である。

そして今年の７月に『共に学ぶ「アクティブ・ラーニングの視点を生かし

た授業」』（同：全135頁）を発刊する予定である。

この本は昨年度の公開研究会にいらした

４人の教科調査官（音楽～津田正之氏、国

語～水戸部修治氏、算数～笠井健一氏、外

国語～直山木綿子）に、アクティブ・ラー

ニングの視点から授業改善についてご執筆

いただき、本校の１４の教科および領域に

わたる２４の実践事例を載せた実践本とな

っている。

手にした瞬間にアクティブ・ラーニン

グの視点を生かした実践がわかり、すぐ

に授業改善に取り組める内容となってい

る。

７月上旬より、全国書店およびネット

書店にて発売する。

５刷



特色のある教育活動

学校放送を利用した活動（朝の業間活動）
本校では毎日朝に２０分間の業間活動（ももちタイム）が行われ、全校朝

会や児童集会・音楽集会、学年集会、学校放送を利用した図書や給食の指導、

全校外国語活動が行われている。特に外国語活動は「えいごでコミュケ」と

いう番組形式になっており、キャラクターに扮した本校外国語担当教諭が進

行している。英語での日常会話やチャンツや歌の紹介、先生方や子ども達へ

のインタビュー等々、楽しく活動できる内容となっており、児童に大人気の

番組である。

縦割り班活動の実施と体験学習の充実
本校では全校縦割り班を組織し、毎日の清掃活動や縦割

り班行事などを実施している。縦割り班で活動することで、

日々の清掃において上学年が下学年に優しく教え面倒を

見、下学年は上学年を見習い自然に黙働の態度を身につけ

ている。また、縦割り班集会ではそれぞれの班の６年生がゲームや遊びを企

画し、みんなで楽しめる活動を行い、集団としての自主性と子ども一人一人

の社会性を育てることにつながっている。

また、体験学習を重視しており、四季を通しての弘前公園の散策、本学の

農場を利用してたりんごやお米の農業

体験、各施設の見学、海辺での宿泊体

験学習等である。学年の発達段階に応

じた体験学習を通して、体感を伴った

学びの習得をめざしている。

特色のあるＰＴＡ活動

本校では全員参加型のＰＴＡ活動を実施しており、１７の委員会が保護者

を中心に自治的な活動を展開し、本校の教育活動をサポートしている。

特徴のある活動として、父親委員会による「学校に泊まろう会」には例年

児童・保護者合わせて４００名が参加し、夜の校庭で花火やバンド演奏鑑賞

を楽しんだ後、学校の各教室に泊まっている。

また、図書委員会による「お話し会」は、委員の保護者が自作のペープサ

ートや紙芝居を用いながら、各学年・各学級対象に楽しい読み聞かせを実施

している。また、お話し会に合わせて図書室の環境を季節感あるものに整え

ている。


